
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★自分で学ぶ子 
★仲よく助け合う子 
★自分できたえる子 

「心豊かで、実践力のある子どもの育成」をめざす結小 令和７年１１月１日 

 

運動会の子どもの姿：誇らしく、未来につながる姿 

  校長 中野 由美 

 10月２５日（土）の運動会には、大変多くの参観、ご声援をいただき、ありがとうござい

ました。保護者の皆様からは、競技や演技に精一杯取り組み、互いを応援し合う児童の姿に

感動を覚えたという声をたくさんいただきました。また、改善点についてのご意見もいくつ

か伺っていますので、来年度に向けて検討を進めてまいります。運動会に限らず、前年踏襲

ではなく、よりよいものを求めて柔軟に対応する学校でありたいと思っています。これから

もお気づきのことがありましたら、いつでも、話しやすい職員にお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 運動会当日の朝、学級の黒板には、一人一人の決意が書かれていました。【とことん・全力・

最後まで・あきらめない・応援・挑戦・協力・責任・・・】 言葉で書くことは簡単ですが、

実行することは難しく、その難しいことを決意して実際の姿で示した児童をとても誇らしく

思います。 

運動会後の各学級での振り返りでは、 

自分や仲間のよさで黒板がいっぱいにな 

りました。 

 さらに、運動会はそこで終わりではな 

く、次の成長につながる通過点です。児 

童には、仲間と励まし合ったり、あきらめずに 

取り組んだりするなど、毎日の生活につなぎた 

いと思っていることがあります。その気持ちを 

継続し、実現できるよう、私たち大人は、認め、 

導く存在でなければならないと、気持ちを引き 

締めます。 

〈振り返りで、特に多かった言葉〉 
・練習から一生懸命取り組んだ 
・仲間の思いを大切に、仲間と一緒に頑張った 
・最後まで力を抜かずに全力を尽くして、楽しかった 
・負けてくやしかったけれど、やりきった 
・係や競技などで、自分の責任を果たした 
・心が一つになった 
・頑張るってかっこいい、みんなかっこよかった 

 

  

運動会の日の朝：６年１組の黒板 

運動会の振り返り：４年２組の黒板抜粋 


